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介護保険の地域密着型サービスに係る運営推進会議
については、関係省令等により、次のとおり規定います。

地域密着型通所介護の事業者は、
地域密着型通所介護等の提供に当たっては、
利⽤者、利⽤者の家族、地域住⺠の代表者、
当該事業所が所在する区域を管轄する
地域包括⽀援センターの職員、地域密着型通所介護等について
知⾒を有する者等により構成される協議会（「運営推進会議」
という。）を設置し、おおむね6⽉に1回以上、
運営推進会議に対し活動状況を報告し、運営推進会議に
よる評価を受けるとともに、運営推進会議から必要な
要望、助⾔等を聴く機会を設けなければならない。

運営推進会議の開催⽬的



令和6年度 五天⼭ふくしあ地域密着型通所介護事業所 事業計画
地域のニーズに応えてサービスを提供するにあたって、健康で明るく⽣きがいのある⽣活を理念
とし、⾃⽴⽀援を通じご利⽤者皆様が在宅⽣活の継続が出来るようサービス提供に努めてまいり
ます。また、稼働率の向上も優先事項です。サービス及び業務の改善を進めご利⽤者様の満⾜度、
ご家族様と居宅介護⽀援事業所等の信頼を図ります。 

重点推進項⽬
①残存能⼒の維持と⾝体機能向上
マシンを活⽤したプログラムを継続して、ご利⽤者様お⼀⼈、お⼀⼈に合った⾃⽴⽀援サービスを提供します。・気づき、観察し、考え、⾏動します

②快適に過ごせる環境づくり
感染症対策を万全とし、清潔な環境で⼼地よくお過ごしいただける様環境整備を徹底します。また災害発⽣時に適切な対応を⾏い、
その後も利⽤者に必要なサービスを継続的に提供できる体制を構築する。

③介護の質向上と介護事故0
LIFEの活⽤及びPDCAサイクルの構築に取り組む。インシデント・アクシデント意識を⾼め、発⽣時には事例の検証を⾏います。

④ケアマネジャーとの連携
⽇ごろより、ケアマネジャーとの交流を⾏い、情報伝達が速やかに⾏える様にします。ご利⽤者様の状態変化を察知し、ご家族様やケアマネジャーにつなげます。

⑤地域に知ってもらう取り組み
運営推進会議開催や、介護予防センターと地域との連携を強化していきます。広報や営業活動を⾏い地域の季節の⾏事やイベント等の臨時利⽤の提案などを⾏う。活動の様⼦を
⾒える化できるよう内容を⾒直し営業活動にも利⽤できるようにする。

⑥確実な情報伝達
情報伝達が早く確実に⾏える様、職員⼀⼈ひとりが配慮して⾏動します。介護⽅法の統⼀や多職種連携による疾病の予防と早期発⾒に努めます。 



＜上半期の状況＞
⾃⽴⽀援を進め、在宅⽣活の継続と介護者の負担軽減を⽀援しました。稼働率については5⽉に
⽬標（70％）を達成しましたが、その後、利⽤者の施設⼊所や定期⼊院、コロナの家庭内感染に
より出席率が低下し、⽬標は未達成となっています。今後も、新規利⽤者獲得のため、居宅介護
⽀援事業所への訪問を継続し、パンフレットの配布や空き情報、活動の様⼦をお伝えします。

①残存能⼒の維持と⾝体機能向上
次年度に向けADLの利得が今後も3.0以上（ADL維持等加算Ⅱ）が取得できるように取り組んでいる。

②快適に過ごせる環境づくり
7⽉には⽕災想定の⾃衛消防訓練を⾏い地域住⺠の⽅3名の⾒守りのもと実施できた。
8⽉は利⽤者様の家庭内コロナ感染がありましたが ⽇ごろの対策より感染拡⼤なく経過する。

③介護の質向上と介護事故0
4⽉よりLIFEの利⽤停⽌に伴いフィードバック活⽤が実施ができていない。介護事故発⽣はない。

④ケアマネジャーとの連携
毎⽉の利⽤実績は居宅介護⽀援事業所を訪問し、活動の様⼦を伝えている。

⑤地域に知ってもらう取り組み
７⽉に運営推進会議の開催 また、7・8⽉に昭和第4・５町内合同のラジオ体操へ職員が参加し
写真記録の協⼒と提供を⾏いました。

⑥確実な情報伝達
引き続き、ほのぼのＮｅｘｔ CarePalletを活⽤し申し送り事項等に活⽤している。
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ふくしあ

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均

令和5年度 63% 53% 50% 55% 57% 55% 61% 59% 66% 65% 64% 67% 60%

令和6年度 66% 70% 67% 59% 54% 56% 64% 62%
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令和6年10月/1日現在 登録者の状況 要介護度 利用者年齢

男性・・・５名 女性・・・１５名
合計・・・２０名

要支援1・・・4名 男性0名 女性4名

要支援2・・・4名 男性2名 女性2名
要介護1・・・8名 男性3名 女性5名
要介護2・・・2名 男性0名 女性2名

要介護3・・・2名 男性0名 女性2名
要介護4・・・0名 男性0名 女性0名

要介護5・・・0名 男性0名 女性0名

平均介護度1.1

年齢 男性82歳～97歳 女性66歳～93歳
平均年齢 男性88歳3ヵ月 女性86歳8ヵ月



地域別登録者数

西野・１１名

平和・4名

福井・１名

山の手・３名

宮の森・１名

曜日毎登録者数

月・7名

火・8名

水・8名

木・7名

金・12名

利用回数

週1回・６名

週2回・８名

週3回・５名

週4回・０名

週5回・１名

居宅介護支援事業所

五天山園居宅介護支援事業所

西区第2包括支援センター 西区第1包括支援センター

あすか居宅介護支援事業所

山の上病院居宅介護支援事業省

セージュ山の手居宅介護支援事業所

令和６年10月１日現在 登録者の状況



リハビリ専用マシンの紹介
ドイツの医療認証を受けた３台の専用マシンを
完備しております。マシン利用時には専門の
機能訓練指導員がサポートいたします。

 [１] ホリゾンタルレッグプレス
足の力をつけましょう
立ったり座ったりの
動きが楽になります。

[２] ヒップアブダクション
歩行が楽になります
立ち上がり、歩く際の
バランスがとりやすく
なり、まづきにくく
なります

 [３] ローイング
背筋が伸び呼吸が楽に
なります 猫背や腰の
曲がりなど少しづつ
伸びていき呼吸が
楽になります。

「パワーリハビリテーション」とは？

介護保険の発信国であるドイツで医療認証を受けた、
リハビリ専用の医療マシンを利用したトレーニングで老

化や障害によって衰えてしまった運動機能や行動パター
ンを回復させようとするものです。普段の生活では動か
すことのなくなってしまった筋肉や関節などを、無理の

ない範囲で痛みなく運動を続けることで機能回復や重症
化の予防につながります。

パワーリハビリでの改善事例

•杖なしで歩けるようになった
•立ち・座りが楽になった
•腕が上がりやすくなった

•猫背が治った プレミアムジムエクササイズ
体幹トレーニング
木製のベースを床に置き、
２本のファンクションバーを
握るだけ。
誰でも簡単にエクササイズをするこ
とができます。
普段は動かさない筋肉も無理なく使
うことができ、気持ちよ～く運動す
ることができます。

五天山ふくしあ・毎日の機能訓練を紹介します
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活動・⾏事報告



• 7/8（⽉）9（⽕）10（⽔）11（⽊）４⽇間２８名の利⽤者様が参加され、幌⾒峠ラベン
ダー園へ⾒学に⾏きました。この時期だけの貴重な景⾊、畑⼀⾯の紫⾊と札幌の街も⾒
渡せる気持ちの良い場所で記念撮影！

活動・⾏事報告【幌⾒峠ラベンダー園⾒学】



活動・⾏事報告「円⼭動物園散策」
• 9⽉24⽇（⽕）利⽤者６名職員５名で円⼭動物園に⾏きました。
• ⼀番のお⽬当ては⼩象のタオちゃん、もうすでに⼩象といえる程⼩さくはなかったが、親⼦仲良

く並ぶ象の他、キリン、シマウマ、猿、オラウータン、ダチョウ、ライオンも⾒られ、多少の上
り坂も皆難なく歩いて回る事が出来ました。途中写真撮影やおやつ休憩をはさみながらお天気に
も恵まれた楽しい秋のひと時でした。



• 11⽉14⽇（⽊）
• 五天⼭園デイサービスでの催し・⽂化祭にふくしあの利⽤者様が招待され、６名とその他職員

で合唱の披露をしました。兼ねてからふくしあで歌っていた三浦洸⼀の「踊⼦」という歌を五
天⼭園デイサービスの利⽤者様と⼀緒に歌い、盛⼤な拍⼿とアンコールも頂き⼤変光栄な楽し
い⽂化祭へ参加しました。

活動・⾏事報告【五天⼭園デイサービス⽂化祭に参加】



11⽉21⽇(⽊)、五天⼭園とふくしあ合同で、⼟砂災害・洪⽔を想定した避難訓練を⾏いま
した。五天⼭園は、⼟砂災害を想定して、1階デイサービスのご利⽤者様が3階⼊所フロア
へ垂直避難しました。ふくしあは、琴似発寒川の氾濫を想定して、五天⼭園の災害対策本
部とオンラインで情報共有しながら、⽔嚢（すいのう）の設置と防災DVDの視聴、また、
避難場所である⻄野⼩学校までのルートを確認しました。⻄平和会では、BCP策定委員会
が中⼼となって、さまざまな⾃然災害を想定した訓練を⾏っています。

活動・⾏事報告【五天⼭園・ふくしあ】⼟砂災害・洪⽔避難訓練



ご清聴ありがとうございました
フクシアはアカバネ科の落葉低木。原産地は中央、
南アメリカ、ニュージーランド。季節は6〜9月。
花の色は、白、桃、紅、紅紫。花言葉は 暖かい心






